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保
安
院・
窒

妻
両

ト

ッ
プ

、過

去

に

東
日
本
大
震
災

で
被
災
し
た
東

京
慮
力
の
福
島
第

一
原
子
力
発
電

所
の
深
刻
な
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と

な

っ
た
、
非
常
用
を
含
め
た
電
源

喪
失
の
事
態
に

つ
い
て
、
原
子
力

安
全
・
保
安
院
と
原
子
力
安
全
委

員
会
の
両
ト
ッ
プ
が
過
去
に
、

「
そ
う
し
た
事
態
は
想
定
で
き
な

い
」
と
の
趣
旨
の
考
え
を
明
ら
か

に
し
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た
。

今
後
、
事
故
原
因
な
ど
を
検
証

す

る
う
え

で
論

議
を
呼

び
そ

う

だ
。「

地
震
と
津
波
は
自
然
災
害
だ

が
、
原
発
事
故
は
は

っ
き
り
人
災

と
言
え
る
」
。
25
日
に
記
者
会
見

を
し
た
、
吉
井
英
勝
衆
院
議
貞

（
共
産
）
は
こ
う
話
し
た
。

京
都
大
学
で
原
子
核
工
学
を
学

ん
だ
吉
井
氏
は
、
こ
れ
ま

で
に
原

発
問
題
を
国
会
で
追
及
。
2
0
0

6
年
10
月
の
衆
院
内
閣
委
員
会
で

は
原
発
で
非
常
用
電
源
が
失
わ
れ

た
場
合
に
ど
う
い
う
事
態
が
起
き

る
の
か
を
質
問
し
て
い
た
。
今
回

の
地
震
に
伴
う
津
波
は
、
福
島
第

一
原
発
で
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ
ル
発

電
機
な
ど
を
破
壊
し
、
原
子
炉
な

ど
の
冷
却
が
出
来
な
い
事
態
に
陥

っ
た
。

当
時
の
鈴
木
篤
之
・
原
子
力
安

全
委
貞
長
（
現
・
日
本
原
子
カ
所

究
開
発
機
構
理
事
長
）
は
「
日
本

の
（
原
発
の
）
場
合
は
同
じ
敷
地

に
複
数
の
プ
ラ
ン
ト
が
あ
る
こ
と

が
多

い
の
で
、
他
の
プ
ラ
ン
ト
と

融
通
す
る
な
ど

、
非
常
に
多
角
的

な
対

応

を
事
業

者

に
求
め

て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

ま
た
、
吉
井
氏
が
10
年
5
月
の

経
済
産
業
委
員
会

で
こ
の
問
題
を

取
り
上
げ
た
際
、
原
子
力
安
全

・

保
安
院
の
寺
坂
借
昭
院
長
は
、
論

理
上
は
炉
心
溶
融
も
あ
り
得
る
と

し
っ
つ
、
「
そ
う
い
う
こ
と
は
あ

り
得
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
ぐ
ら
い

ま
で
の
安
全
設
計
を
し
て
い
る
」

と
述
べ
、
可
能
性
を
否
定
し
て
い

た
。寺

坂
氏
は
現
在
も
、
安
全
を
確

保
す
る
保
安
院
ト
ッ
プ
と
し

て
福

島
第

一
原
発
の
事
態
収
束
に
向
け

た
指
揮
を
執
る
立
場
だ
。
吉
井
氏

は
25
日
の
会
見
で
、
「
炉
心
溶
融

の
可
能
性
を
認
め
て
い
た
の
に
、

何
も
対
応
を
し
な
か

っ
た
責
任
は

重
い
」
と
指
摘
し
た
。

一
方
、
現
在
の
原
子
力
安
全
委

ま
だ
ら
め

委
員
長
の
班
目
春
樹
氏
は
、
東
京

大
数
授
だ

っ
た
当
時
の
07
年
2

月
、
中
部
電
力
の
浜
岡
原
発
を
め

ぐ
る
訴
訟
で
中
電
側
の
証
人
と
し

て
出
廷
。
原
発
内
の
非
常
用
電
源

が
す
べ
て
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
を
想

定
し
な
い
の
か
と
問
わ
れ
、
「
割

り
切
り
だ
」
と
話
し
て
い
た
。

こ
の
際
、

「
非
常
用
デ

ィ
ー
ゼ

ル
2
個

の
破

断
も

考
え

ま
し

ょ

う
、
こ
う
考
え
ま
し

ょ
う
と
言

っ

て
い
る
と
、
設
計
が
で
き
な
く
な

っ
ち

ゃ
う
ん

で
す
よ
」
「
ち

ょ
っ

と
可
能
性
が
あ
る
、
そ
う
い
う
も

の
を
全
部
組
み
合
わ
せ
て
い

っ
た

ら
、
も
の
な
ん
て
絶
対
造
れ
ま
せ

ん
」
な
ど
と
証
言
し
て
い
た
。

班
目

氏
は

さ
ら

に
続

け
た

。

「
我

々
、
あ
る
意
味
で
は
非
常
に

謙
虚
で
す
。
聞
く
耳
を
持

っ
て
お

り
ま
す
」
「
た
だ

、
あ
れ
も
起
こ

っ
て
、
こ
れ
も
起

こ

っ
て
、
こ
れ

も
起
こ

っ
て
、
だ
か
ら
地
震
だ

っ

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
ん
だ
と

い
う
、
抽
象
的
な
こ
と
を
言
わ
れ

た
場
合
こ
ま

、
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お
答
え
の
し
よ
う

く
に
は
適
当

て
は
ね
い
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が
あ
り
ま
せ
ん
」

班
目
氏
は
10
年
4
月
、
国
に
よ

る
安
全
規
制
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
考
え
方
を
決
め

、
行
政
機
関
と

電
気
事
業
者
を
指
導
す
る
原
子
力

安
全
委
委
員
長
に
就
任
。
22
日
に

参

院

の
予
算

委
貞

会

で
社
民

党

の
福
島

瑞
穂

党
首

か
ら

こ

の
裁

判

で
の
証
言
に

つ
い
て
問
わ
れ
、

班
目
氏
は
「
割
り
切
り
方
が
正
し

く

な
か

っ
た

」
と
答

弁

し
て

い

る
。23

日
夜
、
事
故
以
来
最
初
に
開

い
た
記
者
会
見
で
は
原
発

の
状
態

に
つ
い
て
「
非
常
に
懸
念
し
て
い

る
」
と
語
り
、
「
想
像
よ
り
も
、

ど
ん
ど
ん
先
に
い

っ
ち
ゃ

っ
て
い

る
」
と
認
め
た
。

（
中
井
大
助
）

首菅
直

受
け
ヽ

開
い
た
。

子
力
発

「予
断

被災者の動向把握 して

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
災
害
復
旧
、
被
災
地
復
興
で
政
治
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
何

か
。
阪
神
淡
路
大
震
災
な
ど
数

々
の
災
害
を
研
究
し
、
今
回
の
震
災
で
与
野
党
に
対
す

る
緊
急
提
言
案
を
ま
と
め
た
元
朝
日
新
聞
編
集
委
員
で
関
西
学
院
大
災
害
復
興
制
度
研

究
所
主
任
研
究
員
の
山
中
茂
樹
教
授
＝
写
真
＝
に
聞
い
た
。

（
関
根
慎

一
）
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「
阪
神
」を
研
究
、山
中
茂
樹
教
授
が
提
言
案

す
か
。

な
ぜ
今
、
与
野
党
に
提
言
す
る
の
で

者
と
故
郷
の
糸
が
切
れ
、
将
来
の
復
興
が
困

難
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
。
そ
れ
を
政
治
に
訴

「
政
府
が
現
段
階
で
原
発
事
故
対
応
や
当

面
の
被
災
者
対
策
に
尽
力
す
る
の
は
理
解
で

き
る
。
た
だ
長
期
的
な
視
点
を
持
ち
、
今
の

う
ち
か
ら
手
を
打

っ
て
お
か
な
い
と
、
被
災

え
た
い
と
考
え
た
」

－
1
具
体
的
に
は
何
を
す
べ
き
で
す
か
。

「
今
後
、
被
災
者
は
避
難
場
所
を
何
度
も

変
え
る
だ
ろ
う
。
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
所
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